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牝のことは匠に百雷でも外闇でi'為さ1-Lているところ する｡仰木稚告の覇軌 ま相和認牢野野火華族会計流会

であるが,苛々は常況ほ卵 管に就いて此坤のJL;拭を に於いて発推しTこ｡

行うと共に,今三宅L:行ほれていないtii･1誰変 化,時L=低

温にすることE=依る完横堤匠下の涙臥 =ついて琴邦を 文 BE

行い次の括論を柑 T=. 1)Et井藤一 二燕欠字各会牡 11(1)(1950)il.

1 胃管の完横位は低下する,然し長内転を任用 2)相 即 " 坂口過失,太bN_ 工率火茄協会tt

L,煉tarz細 中に凸入させT=形式にすると, 12(1)(1951)18-23

-1830C云とう液体暇 の7E贋'=迄同好を冷却し

ても半ほの発生を防止し得る｡そしてこの塾式で

あrLは添投薬の庄和圧力,難航 (ナ トリー71,,

PETlヾ,-ヰソーダン)点火方幾が米突放の爽険

追究内で変動 しても半蛙の発生,'2防止し柑る.

2 ---は3Ocと云う低温!=しても半煙の発生する捷

fj:型式のものでは少 くとも斜板孔控は硬少する

7)'･,半憶の発生しない上記の様な酌式J=すると起

偵服の僻1･は防止し柑 る｡

3 雷管の党旗随低下の関 は,博勘の臨界瓜火1

ネJVギーが梯 牲大とfLr),ひP,'Tは至完脚

も堵大するT=めてあると考える｡

本突放を行 うに当ってはtE;屈折良作茶所所長及びEl

3)大D.Ljf.,)B木EB- 工粟火張協会低 13(2)(1952)

lot

4)A SIcltbaCheT,I)leSchlCSS-ulldSpreTlgStO鮎

(Zwelte ûLhge)(1m )32Z

5)LV ClnrlくZ S S 28(】933)345.-3錦

6)久木兜-･ エ粟火売払金港 lT(Z)(1950)3

7)荊川仁 虻田取替 (1953)

8)木下四肌 用llH=,劫村典瀬,末沌淡

9)irJllm.lJAr' 火器読本 (LiHBL称La)(】950)161

10)水1四応 工粟火SS協会髄 15(1)(1954)3-''

ll)木1･四球 工禁火藁地合tt15(3)(Z954)Z67-

16B

12)ホ ト円妬.i]lLlt:,瀬相互堆丑 二束火荘笛会社

野博士の秤輔 のあったこと,.e記して防億 を琵する｡ 16(2)(1955)8e-Bl

文在郷 を担当され1=捺尾,勝原両雷にも首f恵を索

爆 薬猛 度 の実験 的研 究

第Ⅹ報 棒薬による固体内衝撃波速度の電気的測定

(F,l榊 31JiI7125rl真 相)

桜 井 武 佃

(EJ本1JIE77株式金jt武豊エ)iL)

= 緒 巨l

先に.抗体のみならず.柾･tの輸定についてb同一

の方法で行 うことが出来.結果の,rfh理的態軽もかfJIL)

純粋と思われる班宇野通産即宏幾を名器.報償し1=

3E=,旺繋ぎ面又は古内の執男速度別定の森 を作っ

ておく口約で行つT二ものである｡

11 爆破の解析 rこ必要な頒渡部の

様相の推察と衡撃破の役割 リ

m).伏し.この方法は一つの接繋が鍬 こJJJ･えT=応力 矢田の岩石煙政'=当って,仲 租々射 ヒLt一喝 がT=

控の塾を正盟の罫蛭だと仮定することl=よって箆立て てI=くいのは,iaE鼓の箔現軌 こ和 lL点が多 く,触

らi17こものであって,この仮定の妥当性はさら(=槻 近 くの初期の現鰍 こはマイクt7七コソT'の*-g'-で

する必要があっ1=.本報告は,らち日ここの目的から. 放疾しfJ-けれlJならない突放的困難があり,さらr=ifE

秩,蘇,軌 アル ミエウJ･の筋金軌 こついて屯先約に んで, ミリヤコソTのオーダーでより抑肌に観察出来

洞粧 し,約 2L=,純粋'=TE気白滴 定が可m3であると思 る傑姐 二次ん1ごとしても,畝簸(糾 iO頒雑さには変り

めll,る空泉【=ついて上記の前正位の妥当性を刑へ,朽 ないこと(=ある.
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Tこ/二,艇 では,現在,か7'J:り1匹然とまとごつ′.-A

芋的研究から湧かれる引iEiり生瓜力による畝盛IBefz政

器として,一応の鶴 は成り立たせることEitZは:るI).

然し.これらは爆詔から或る臣稚をへ1こてに位世での

!汲毅であるし,爆i3:称には或る仮定をBEいて出発して

いる.先払 は故の現毎ri刻々にA:る全R虎が帖 1<･
童ずる不可避過程であるから,和相の恐uで如何fJ.a

現屯が起っているかをt等ぺる研究も是非必叫である｡

おそらく,培養の捷発tこよって朋 は IIT.:故い泣勘

は.その伝拓J.=つれて維体をIE.,?に筋砕するれ まT=

は,動静の技を三きちらしfJがら折 する若干の碓HE

があるであろう｡この非常に淋 しく行われるもろいB

イブの物仲胤では,応力の兆■如 l均一･一化 して払出の持

つ統計的な睦掩は兄かEJ上火わIITこ様な,酸基の様相

を見せ.ここで野の保有するエネルギ-の捕当の絹合

がyLL'=bJ'Lるてあろう｡

この不迩既約に匠に上って与えられT=鼓現の接の発

生と他良の成こ経が瀞砕軌架:こどのような時nm勺飯爪を

持っているかをEq-ることは.瓜力巽中が起つ'_時の

監t皇変形の丑と良好現扱EのER係を表す地 の放血tこ

も役立ち得るとIEわrLる.

次で.在が抑 す,-Jにつれて,野の持つ紺 劾恥 よ

次軒!:貯 紬うな性轍を発揮し始め,技飢 1のひびの血

行崩が存在するであろつが,この敏合でもJ=記の伎念

は巧 であり,丈に現較鮒 の昏讃K刈こ上る引ylり

又は軒軒鼓執 こおいでも同位なことが言える.この時,

fE;L=嘩故知 が労石が "Lbい'又は 'J軌 ､'噂と官

う敦瓢 土,捷発L=よって}}えら117.:岩石内の輸文辞肋

辺盟が合点で臣軒のEIPi凸に壬して応力の妹巾がなり

始めた時.費少tL定性空売紬!許せるか否かの繋硯とb

息わI'Lる.

故(=.最初に穀せられる強いLGカ臣の怒酔及びZ支分

れの扱歩数貯 ま.どの退座.盟友,敬荘適度等の時政
の変化につれて-;軌二T3=啓すると見るのが正 しく.tl

いかえhIS,これらの助報土に応じて紐 の就け的性

柊が封 ヒして行 くE型と見るのが正当のようにも必え

ち.そうすれほ,タ三月的:=はある駁非廿をEBけて考え

ることは可肋 Lも知れないが.Ul随に鮎 からどこま

でが額舟周かを断定するのは水蜜鰍 こ脚 TJ.-ことかも

知れない.

この戯 評における鼓盛激発は今の所全 く先知の分

野であるが.召主菜の考えt=よれは畔 迎度が大と11る

t=従って次の四段の狂撃の盛が考えられていろ一).

(1) 位故実坪蘇. ここでは低速皮の引釣りにJL

らll.るのこ同じ1生月が正軌 こ621'､ても純待Iil謡る.

(2) 聯 政の成立. aP はヲF常に大きな芯カー

五iの勾現で価 する｡

(3) 放血変形. (2)のWJB的な適度を持つには,

輸文はあまりにも封い吠憩とf_-り,出体は畢故的(=液

化搬 する.

(<) 起l骨;虫旺昏; 溺切は(3)の6イブと同じで

あるが鵬 JZは媒体に出る可能性がある如何なる茂

乱辿皮をも汝祖し.吻3Zは桝 のよう(=棚 ナる.こ

川 上.Ⅶ革ijaとlJ:る脱 酸串の物質退助 ま一般に材tl

の石3!以下であるから.無税しても長いと.臥う.

こ1'Lらの内.く3),(4)の5イブは未11現発に実在さ

れにものではないが,瑚曲杓には合理性があると堵え

ら机でいる｡従って,ごく捷軌近くの粉砕は.AE川 ヱ

(3)の液化竹石が応力の解放と共(:山鵬 t'する達郎

で相 するものかも知IIT..ド.もしも,この上うな'こと

が掛 tは,舶 載で!綿花己の伎念とはよりところIz鼎

にLfこ軌 ､不迎鮎 地 政萌f#与･鈎じ符るかも知ItfJ:ド.

と(:か く.-奴に脚 をイ恥､''=噂.その班書遁辞は

上℡己(L)-(2)の限界速度を突鼓 し.音速以上の硬岩

形の潜動が見ちrLているから,今の所多 くの細

部1こ畔 茨の存島々 怒めて述ん'Cも良いと｡臥う.

T-I_I,t併 置の速まは.その大小をもって成々のB!

AllL･仲することは出来-3..位々の考累(=茨喝(.亡蟹面の

圧力を伽 ■るにしても.先ず媒体の比ZR,物文通正確

の併四･T･をも考える必安があり.-現魚を立花するもの

は,ti々の於力学的,力･≠3号語義果せ含め(=罪圧高遠

IFの凹体の性だが鮮 !=f-ろと甘える.この時.新

一敷十万KB:の郡 市EE力の御 覧は不可髄であり,

払度,Jt熱等の熱力学甘∋牲文の変化も脚 72はきわ

めて軸 である.然し.i=面.又は蛎耳の連銭里見 三

部忘不可随ではfi:いから,こrLがGE々 の宇がかりとな

ち.但 し,態)だ道産 土臭当り脚 な食味のもの.王将琵

く,郡笈披見の輔 には棚 の許付けから得られ'=知

鼓を必¥とする.けれども棚 !上米だ十分Z=粗正しで

は いないから.yJ貢過度:=ついて:ま当分のr卿 と実

検が枯放 してZE.t}-ことIIJ.'ると思われる.こitI=反し

て.ZEVロの貰現立見ま巴且TLがちも餅 に珊 定

が出来る碓-の艶であり.棚 の妥当性封 土かる大切

な尺皮と1J.るものである.

以上の脱 は.は鼓の現屯の内,升常l:槻 U.･効

果であるから,こllJzEの持つ一次の取℡勃興として

わこう.然し,雄 によって授Aは i'L̀二応力鼓の班

1:は規範の伐期:ITJlは任やJ)干渉放熱fJ:合3Llて来

ち.こhをここでは洋の持つ二次の鼓攻致恥としてお

く.この二次の野の轍 が棚 Z=どの機宜の効力を持
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畑類正雄の実&的箭光 37
つかにつ･.･てほ,丈に転の波薮箆と牌 の物性の何万

から吟味ナ-I.1興味あるrq屑である.

Ⅲ 実 琴 方 法

疋辞世の退虎猫繁は15in～と磁体内正史鼓の輸知,

並びl=時riZlの桝 とから成り立つが.正せ野面は魚蚊

な圧力勾妃をもって一､るから.圧tLEt約万故も良い.

燃 し.脱 くでは,脚 Eニ耕 させるとピエゾ

片は払g!壬rLる.この方法も穀父的i=は81の力学的知

典の珊漢に上るbのであり,他の方法を考える!=して

ち.欠y!り力学的TL助罪をZt攻する以外に.宇eZはfP

蝉1=なさそうである.='こ,魚少時Wの汁汐としては'

従来のように火難のは発を利用する以外では,-幻に

TtE東的計野が考えt'Lる.

そこIで,刑 であるば繋*の煙さeZが肺 面I=到

逢し7こことは印 設面l:好かれ[=イオン抗生tで知り■

郷 野市が柵 来所1-_璃過し丁こnTやは耶 ヰ面の蓮如

に上って生ずる花f(約 1y タクトに上って行い,叫rin

計23.土苑遠BE粒gLプクウノ管j-'シ甘Jを/用いることi:

tJT=.

ブナ71ソ℡十,シロは二つのやや弗つTこ形式のもの

I:ついて桝'-'1二.一つは時間熊を円形にLにもので,

他は神格別のものである.兜魚は主にDl績引I=1つに

IJ',初めのrLElrま円粕 引を行つ一二.

僻 は.TINT(dD,95gcc)300g.内捕 jCTr)m のdE

-ru按柁 のiZの IC.F軒の記伴は38～40mm であ

ち.薪は 850'CでlC時肌 銅はく00●Cで2時陀伐鈍

伐放冷 しこ.

(1) Iai)の弗生

は端野が34科欄間r:珂屋Ll二時のlJ苛はイ*ン荻針

L=上る.これは旺珪 0.5mm の二二本のエナメルSFL･よ

じって.先姓T'･切堺し'-=もので,ば拓野中のイオン抗

針の屯欠㈱ 性L=ついては,i5くEJ中の研究がある.

こhほぼ持哲の鵬 1:二は虫も柑虻で研'把である｡

次t=,抑 内のt梓 EZ-が51ミ端【二だ過しTLこと･'_･･斎ナ

⊃yタ7トの弧やta丑は 色々考えられる.ここでは'

針(.Y),'lT-〟(JJ),平耶(T')tこついて図 1に77汁 も

のを邦人に.三TL,全件を上方にひけて打ち上17る場合

()つと,Tt=ア/L,ルを恥 ･て17ち降す功倉(･1)の開溝

をT=めし･こ.これらの機 嫌締 ま旺江上･例えは,II

F(,)･-ル コソgタト打ち上げ),Plく平面 7ソ6タ

トアンビrJ(鮎il)のような記号で元ナことにナる.

針コソ6タト. これはクの字形の木屑支持静の中

央1=孔を,あけ,免職に 2-3mm の木綻針をノ､ソ〆づ

けLT､木ねじJ'eねじ込tJ.こZ'LをEW のように拝料に

垂諮させ,印 媒 面亡針の肝硝Jは木ねじの四.gに上

/⊃●

N-Jt'コソSク11. tF遠は針のものに同じ｡封の

代りlニ半球の鈴虫コソタクトを木ねじ先端にとっつけ

ち.

平面っソ5クト. 沢村の末j臥 及びその宅地 陣

とTLるntiの平面を平らI=仕上げ.そのrNlに折衷好zI

LLの穐鞠 をはさtI.罰馳 輸体 は,-ス狂朗 鎗蛙

(rE怪10mm,揮 =･30mm)である.ie物 は一定笹

∈の蚊を用いる.この他抜放 三*欠を タId10-弐bITZl

の円形に切りぬ く.又好い把捉扱rL･使用する時は5)く5

mmの四角転による三点支持で行つT=.こhtこはとI-

ル軽を用い 二̀.煎蛙面を平らに仕上げるには,鉄たたの

一面J'(平らに研ZIL1こ17ら形を作 り,それを仕上げん

とするめ巨軌 =当てて軸でfr車 し.平らt=した接に布

で蔚 く.このようにして.鵬 LJの母小な田節と班

面哲男とLzrj;帝に待つTこ.

このようtl想銃的コンタクトでは.耶 面の独 迅
度は箆達てあるから,dtま出采るだけ小さくするここ

と.その休作を相帯'二伸つ必項lJtある.例えは,即

の穎面追及を 10emSとナYLt=,IL-02-A.C2rzlTnの

鎧ではほは 21▲sCCの鎧を生ずる｡従って,gE里野道
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38 工鶏 火 野 払 会 せ 解 17番 節 l君

まを求める(:はlLを銀 に々変えて d-･0の糊 を求め

て行うのが兼も合理的であるが.一秒 こ.LをOO2mm

椎皮に床て!王.その誤盤は先勝 腕 Jqp=止めること

/Jt出尖る.この時.針,rF-ル等のコygクトでは.

甫蛭スケールLT湘定するのほ不可偽であり,光学的L=
行 う臥 一方は平面であるから】盃軸 の焦点を合わす

の(:印 し.速かな柵 は拡待tZl采仁一.このIL

のZI肝には平面コンタクトが最も肝便で駐hている.

この場合のFl銭は平和仕上げの硬度と絶扱折の揮みの

B鮭とからなるが,これlまrF岩DC25mmの拭 く伝染

用滞挺)を用い.L/1∝m lm以下(=止めることが田来

ら.又,総総性もA好で廿適20.uQ 以上である.臥

平面 1ソ57トの時には.ほこりの丘ち止のf=めTZllの

t&(=,関 々袋放しl'こ策細 に甘tこJt(-)I-転を噂

いて欝醐 Fh'Eカバ-するようt=LT=.この時.め

バ一及び鍛接肌二は 2-3mm のZiilmがある.

(2) 読,昏 fgJ指

呼riE計軸に用J/たのは円棚 引及び申格引のすタウ

ン℡*･/シUである.

FJ3m 別は.水Jh芳Eは からすク.)ソ呼のX.r8i
Iこ過る正改野の比相Jpt9〇●移柑せしめ.7gEl紳点は桝

しておいて.パルスが Tリ-,rに

河越し一､時.その門JAl上I:斗瓜7L･

生ぜしめるよフL=tr成しTこ.この

凶報すth72田は防2の如 くで

ある.紛引過払 ヱIJ局20.及び

lCOJASeel=班りかえが出端,-i.

この時のJT息パルス巾は02J▲SeC

以下である.この円形掃引Lil語形

の苑を摂群任正して円悪…に何ては

芯甜庶ẑLTTt婚出端る.

この毘乙式J)プタウン甘*I/シロ

1̀群梱引1=くらぺ次の排fJ長短が

ある.

長所. 岬 ulAiは円形であるか

rJ1-TlfZlブナサン野の約3倍の柏

引F<∈となり,時ru-茨 JlのZeL蓮は

L郎 8として小さく,遠当1A的

冗/LえらぺElその財 :姓を抑 flし

てTli配が可偶である｡又,常時trl

形 yサー･/'1が頂かれているか

ら.矧 =調色と揃引引司mせしめ

る必窄向 く,斗火映fi･mL､て安全

Z=爪火出凍る.

Bi所｡ 粕gTは建銃の円形であ

るから.決めるLrや以外のノイズfz肪止するT_め,回

路(=工夫を顎する.王7こ.例えは.)周20Yseの 蕗

rin勃上に SJLSeCのm号を柑1=としても.5.15,25IL

sec革.集連りの甘合も考えられるか ら.正 しくIi
tIX20と与IASee

とぎ放す-缶で,これを SLIBeCと決定するL:は,瑚
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朋
.こ
あらかじの衷める時r-Tのオー′-̂Z莞3してい

る必事lJ'･ある.
勿芸
,この点が特'こ何題と二･るさは.1
月lCOpseel=
切りかえて3ぺる宇控はある
.

これは
以上の上うL=正浸出采て好EFZである'=め.
初

め粗上の廿々のE賢を得るのに役立つ一二.
然し
,
上

忘の8由と.
滴定鼓黒を桝に壊しておく̀この,
究虫.土主!=申強引I=よっ,に.

槻glによる匹泣ブplク国は3EZ;'こ戻す.
水血究

fZ蒼から発E;LT=正弦鼓は転形.=JtJス化田軌こ1って

5JASe⊂又は20′▲sec奴=発い負のqLFr元す蹴

となってナタウン管の7リブt'にかかる.
従って勾引
は5JL8cc,
又はF20JASeC題に切れ一_蚊
輪のように

1_ら.
溺恥よ,一一且,
凶3(下)【;示す敢分包臥二よ

って小さなLLl形の/-'ルAとTJ.-
I),
前世柵Tf7怒をへて*

II/E･畿凪二内烹さTLTこ広和単相巾kl描くSnq8-2

mzl)(=入る.
始軌間正和巾群JLtぴインピーダンス
ヤクナンダ風格を肋､す.種々(=特性を変えTこせ分周

路̂zPEふ1=が,
持Fa
,
国のitfL彰式J.=
拝弄い◆こ.

倍
,潜引古形･-EきrLH=する[こめ相互防そ山菜る

71け胎に近づけるように,こ4'L
を丁=′ビルI=内耳や

しわ一こ.
淡めT二軍其の-桝をXl:かか･Jておく.

琴etI 41好gl*ブシt･I=上もal1袈仇

(銅･,-30,I-059mm)

裾引隣地は現収と適当に伺mtるように兆包中i=さ

し込まれfこイオン振針と.オ･/･/t7汲耽 こ̀内薫壬れT～

イオン℡洗紅花風格及び箱引屯庄発生夙軌 =よって行

わhろ.従って,これも.l■r火は現久的l:符 ン額なく

安全である.

(3) 方法の在潔と黙蜂の主因

相 法の良否について大TかTL見当をつける1=め円

棚 引で由比兵 45cm でGl々 のコy声ク11形式[=つ

いて行つT.:縦 を周 jに戻す. 田11:ほ打ち上げのJa

合を宍領で.1ン･ビルのあるときを瓜投で荒して比較

し7.:.

これより,針.a(-)I.,コソダクト共t=, TyピJb

のないfTら上げ (I/)のとeは け-2つI-gel:を要し,

TI=Tyビルを軌 ･T=尊台ITは 11-12Il虻Cの巨時
riq'T,この間(:ほ6-8rlSeCの隻がある7Fが分る.こ

91_川rT柑J

cIr.O

A;rf火

} ヽ-ノ､ー8 ′ N P

コ ン グクI刑 '̂4阿

Li+のコンタクト形式に上るDo-1さ

mEl)のT_Jl山tの時のT;/tt.-は'軌 t'-ル

コソSクト美その影状の肋 -ら中央

に伍 10Tr)m の孔のある肝∈=oTr)m鉄板を3枚

正ねで用･,･-I.一方.平面コソSク トの租合は逆で,i

.しろ,1ンtEJt･の軌 'tTち上げの方が五時Tr

llである.この時のアンビルは爪 こ̀ftJ貨願 の鋸盤を受

けTこ跡のあるもので(Sx)Ox2ccm)かなり凹凸があ

るものであった｡従って,瓜搾 10.好さ30mm樫BZの

軒桂のRみがあI,Lは不良なアンビルを供用するよりは.

t}しろ,迦ひき1=してのせ11:Tlけの

方が良いことを京している.但し.上向きに井AH~るのは促安上好z

Lくない.そこIT,このJ'Jlの形式でEg

1(下)(=京ナようTL完全な1ノビルを設けT=接.哉

意に宏触 蛙とTyど,rの関にソ711ゴム (耳 ∈lm ),-eしいて行うと

.t7･8JLSee(2回),ゴL無しのg ,合は 113F'SeCIT

あっ(i.これらの矢牧は,Jを 0･恥 ･-OC6rnm

･こ持つ,･=笑J*であるから'攻に知る1うI=,この時の謹面

讃JZ･2･t60mlsとIll..1.紳 な貌払時関お

くLlは O.15_03J･SCC程よの唇である.それに
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を貞三ずる瓜田は柵 戊面力註塊ナる適性中に起る甜 戟2,茨UEZr5E=表す｡

生体全件の番かのTこめと考えるほかLifJい.そこで.

このような朗 は増えられない, 覆恋的fJ:コソS ク ト

を形成させるt=めには.函 1(中)の1うに対称(:横

溢TL･正き,肺件が全 く何-の拭料同志をコンタクトさ

せ1'Lは良い｡良好TJ:抜件で斉発させれば.左右の砿撃

時間を0.4J▲S∝ 以下のオーダ-て行 うことが出来る.

伝に穎面巡助 H dOm/Sのとき,抑 同志の問節を

0.CbzTlm に-lLNま,-カのJlAが他L=全 く無国風 ニljEBi

するとしても.その時T;llL5くhほ最大 0､LISeCであ

ら.従って,'G転時rLqずれカ 0/.J▲SeC以下であhほ,

蝕 時riqおくilを放大O.iI▲SCCJ-1下に止め得る啓 で

ある.この放熱 ま全 く上!己の完全Tソtf_ル虻用の堵合

に一致しT_.錨凪 このような汲石定ではナンtErvがか

1Lり茄架であることが分石｡

1.1-降件で対 束を くI)かえし,何番i庄/_p95%こして

攻めに(正郎限界は各Jlの切合l=ついて次の如 くであ

ら.

滋 2 Ldl々V)磯 で㌻の洞滝T.TJll取界

L-;さ●..

X m/s 士 em.'s

(LnJY.莞Igkc)T蒜孟〉 7 - 0 llD

ZpdOP,531･kr完忘) 13 仰 -2Q

芳 応 ヅ;音晋,3) 5 5,230 L90

凱 さソ;竃 晋 蒜〉 5 4･070 150

諾 雷 ソ;晋 雷1品〉 5 6･.70 290

戟 2 T-NIT (AC95g∝)300gに上る

各企ZiiのJ)≦轟船具

吠耶丑 mm ･L コンタクトtTMl鴨 mm

婚L7JlxlO~Csec ･ 円形好引r=上る班

これを従来こ比較してみると･燥巡河口定例では･こ (3) 穀の爽故

と同一･惟仲で.DAUTJIIClは 艶 =よれは.メ-士50m/a Ll,軌穀の大きさからjFると D 法はかなり妓秀な方

法であることが分るJJj細 別と,嘩期引とを比べると,花悦であるE=もかかわらず.円鞠 引の方がやや)もい終瓜を癌 し,刑にtl]

佃Lに円棚 引の長所があらわiヽている.これらの中では



dE鉱堪IAlのiJS瀬的研究 41

.∴ LL .ト_二田 5 各金 城'D7-d曲凍

.′frIfみ1■刈袈 3 各才顛企杭内

i')術中汲iiluE (M/9)_飛 二曲 目 言;

護鉄 日 義;Tg :蛋40

上,1〔X)三言 三 aO SJ

30-210.T/レtこサム 260m S

笥BEである.師 長 Aが大である時は.島牧は

上I=凹で沌面迅LRの淡変性Tどうかが･)ことがu来

ら.然し･･が小の敬合.各全局共 '-LL也級

は,ある点から魚水にほほ平行とTJ.-る海兵な括弧を

京している.Ⅳ 典状な現象の考蕪今よで

の銘発を蜘 すると,蒐づ放触 物件の移恥を･郡取する

か香かですF鰍 :点る放免を流すことがあけらll,

ら.そこで,この点について桝 11解析を行う.Eg

d (右)は.桝 の未練が漉 きの杜妊抜,その淀行方向1=ふくら

んで行って,針に軸 する王での遠投i･示しTL時W

鮭何曲綿 である.戚点を拝科油面にとり,針は鏡面[=tTl･てtlのF巨*[=あるものとす

る.一方,瑚面の劫 は,恥 の周監近くにtL川 王位1

-千ることが考えられるから,甲心から単性方向の迎度布

分三三回 6 (左)のよう(=;=ろう.今,婚面

の姐庇がtであり,又,児正近 くの穎奉還鑑が 〆 てあっ7

.:とする. このとき,用駅近 くに2ZSLてる針の支

持称が十分屯吋hは,それは,矢誤り適度'Jで経

過するICあろうし.それにつれて,支持鰍 こ鼠琵∈れ

ている針 も t/て捜退+るてあろう.そのT=め防 鬼面中央部の

玉助 王針の運助を加 ,かける形とな)).那(=連動が熟 ･畿合の

粗 時限 Lを過ぎて l′で迦 する.

J′は･lから引い一二道 産 Pの採.o′から引いTこ遺産 J
′

の攻の安打である.これが交るlこ(i,r>T′の銘件がlることは当僧である. ta6 訳fl頚ItW

が コンタクト･Tも王でのDEg7河ある.又.肘 i:に上って,長時mかかる時

と.短時Wの時の剛 暇 はほほ 7ltSeC

ITあ r),これは斑丘のt′-1に相当する｡

(団6の'はE55のそれと王ざらわしいからLする
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又 .この時の針の仲 互生,ppちF'は'

r'1-J'.t'1-は 4m.1

と1..1る.

JP･-,.蝶 近くと申心墨との中小[_'丑胞 て.肘の

書Bt･FFナと..1大きtL五隻を引き起す.包6から分る

=うに,.上 r'のIEli小さい万Ilt,I'-Lは大と1Lる.

持仏 このように.コソSタI罫のZZは 如何で持果J/I

大きく夏暮H~ることは.靖青I=入ItLT=tEtロ寿は･こ

の弊政技件では.かなり平面的であることを元してい

ら.この爪は郡 Y7817,敏文述JZn軌 =用い7こPcllet

のm の大小によっても.ほとんど逗JE鎧が見られ1L

かつ1=ことを7F付けてrる.

次に,この上フ1J経 ては,E!qSの 丁～d曲規は上

(=凹となる事を1r奴するのは自侭であるが,先払に上

川 ま.lLを大(=すると.EB様はある折からBtこTlこ由

ってしまう苛ptL弘色が見ら7,tる.そこてこのPBに

ついて考え.文.若干の事付けの突放を斤つT二･この

泣面で起る不純fL説屯で考えられること(=は.先Irt

雌 の庄由がある.伝し,蒙蜘 蛙はLZ推 されて

点り,脚 は輔秀の牡 の蛭抗と1J.LることにもTL･

それを血道LT-■ 昌や舌下Llさにする脚 (=は1･'ら

1.･い.立退するとナitEL,包牡王での時nC,以内E=起

つに沖 ttそのbのの渉をかもる.この考えはfLかに

,_■畠奴を下に凹とする毒虫としてl土良いIJ･.EEのt+

ド.王とんと水平近 くTLつ-=tB釈[=はた力l?ある

そこでPIぴtEZ･4,見正すと洞 じW <tEのものは･

月又の肘 可を伺わず.大体同じ時紀に折れ曲 ることL/

允JLする.しかも.ある牲正大きい柵 ではこの細

EidICは起らず,棚 が軌 ,とそろつに焦件で発生

することが分ろ.故l二魯柵 について紬 長 tlと .-

lJ曲はが折れ曲る的rLnToとの別保をしらへて71ると

EE7のようになる ■･･-20mmの籾合.各金Jt共はは

るJJJCCで,30mTnの串合にはかfLりばらついている

〟,これらの瓜1エEW を通って上[=凹の由協で措ぺそ

うITある.桝みにこの鵬 をとるとほほ 3,5cc7716と

fLつている,そこで,金脚 の代りに,究崖近 くの月

円にふ<-をつけてi{AiiをiBや込んI1本蛙 6-2eW

mm 用々い,下の抵技とは全 くよ紺 は考えら

ttljいようfJ件作で行 う と 412hlrrIITは 6･叫 8eC

とTLつてEglTの 丁.-･ED=ほとんど一致する.米のす

Jr出違丸 ま約 2.∝emBであるから7).LZd2h mでも

JoyleCまで(lftPEの輔 が･みぞを飛び出してTの史
Lこ書ナる33号Iヽはない.空 に 1Jt.t占 サム4113Lhm'
小-3,加 mて,柿 .肋 .㌍脚 注を一陣とし

て,外惑4･チープでせき , ′.'タ ブtyか1rz行って.



気の土包含について的屯朱的な澗定を1拝み.まTこ.今ま

での方讃主の称に空気と鈴との払合せの測定をTl先約に

7g現して秋 の研究 と対比 しfこ.

空武内の加 匹速TEは国体l=比へ曳幹が官給 にすっ

きりしあいのと.光学的.花見約,.､づTLの粗 法も可

槌であり,丈に,多 くのRt用的な郡 上から歩･くの研

究が行われている.浄某嶺以外の伽 ではm 産経体

力字のエ竿的fJ瓜駄文,盈のは発噂の天文学的応用

の面からも注目引 飴ヽ抄l),Jt迫では粟扶反応の職

に識屯虎を柑るT=吟の一つの可鹿蛭として.空免中の

押 野が坤珠引'LlL.

火脚 のicJiLからふれE3,増発が豊泉峠(=穀射し7こ

併 iSの拙 L,Thl甜 々のNlBlに四迷する=事な伊

故であるが▲この秒合(=ti.脱 ぎから空中のtr軽石

-歩行するtatIが先ず叩ZEとなる｡この瓜 二ついて天

田ミ気付士による伽 I_'油 的研究が行われているの.

光臨釣には, ShodtttユE* tこ上る職 が多い.顔

を用いたものではJ.SAlllt噂がgTしい;).ここではそ

れにならない.免づ 1サン投射技に よる測定を拝み

T=.

(I) Jrオン綻針抜I=上る瓢繋

EET8 (右上)のよう[こ,TLNT(Ae.95Jdcc)3∝Igの

米織部Ẑが-/L･状で困んTl一次フ血'･lIJ.砂金について拒

神 山を変えて行つT=.イオン抜針は,太さ05mmの

こ諸 の羊ナメJl･螺をよじって先端を卿 したものを薬

包松面Z:正せ,他はrE柳 2mm,Zt出超 】8mmにLl=

もの1-ある.肘筋は糊hWけ ク.)ソ℡オIJl/.7て.潤

岸迫1純は併妃と阿輔である.これらの対 t,を含U繋包

は.dl分世1路を内耳LT=Tソビルの上l=上向き[=封凪

LlL.

弗長持史は表1に京ナよ･)に,脚 から3Gtlまで

の】槻 曲ま8.1伽 18である.

衣 i イ*ンrZ外出に上る221朱内の爺貯法ig鹿又王*〃cm 30 5C l00

1 ささ 885 1.75

4 9 L 875 171

4.82 857

LL92

5]0

487 862 17.3

37年惑辿LErzIIB 6,L60 5,秒:0 5,780

(2) 掛との柑合せ刑荘

この方助 士空坑flIの雌 抄を一且釘に入hl-･iしめ,

軌 勺のむを本職 ulの方乾Lこよ?)屯無的lこiE揮 するもの

で.郡11柵の染矢の繊含l)のTqIJl姓をしらぺるR約で
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a
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川
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-
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_

～

F
'

RtlL-. ♭-

討 o イオン作針ui及び鈴とD七I余せlこする

ZH曳巾の軒宇浅適地･JIk:

行つT二ものである.

tヨ8 (下)に示 し,'こよ･)に雄 307Ttmの一次元白勺

な空気甲の下(=肝/'AbのわEEをt■き.その下[ニ絶奴綻

(A-a.025rzlm)を硯にしてぬ衣の平面コソr-タT･を虻

用すること噂は先の金井の砂金とla]-である.

LI･=L7,150,30mm の各々E=対 して,一一530,

8.2.10.allSeei･軌 こIl̂Z時行h eEJLEZlに京ナと.

称 ]報の糊 と(戊綴)に鞘 l=りISeC上1=位-,LI石.

これから. tl-3h m 内の空東の平均珊草野速BEは

6,C00zTLgとTJr).())の イオン琵針の銘県に-⊥染す

る｡又,弥 丁稚の絶無との IF'SeCの隻は耶ll渦で判

定の基岬とLT=,於 山E,15mm 内の肺 怒速度と,太

織1節の失輸1-_よる4.】00msとの蟹に相当している.

(3) 抑 t租の補正結果との対比.並び【こ肝隼iEr
の初速と猷表蛭の評価

朽ll職の空気の光政招来は (rF.･30.50mm で各々

I,500(T̀=40),6.6∝Im,6(I-7ら/ISCC)であっ/こ｡

この時の2EiPとLTこ紛内の班燥世過度を米朝の措恥 こ

代えfLP三(Jzz30mm では '-50F'SeC.従って,6,∝0
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mrsl=,=-tOでは 8a〟scc,従って5,a2OIl川 とな 従来の力学的方法に.J:る供与･太和の招集に従って,

り,この岱は,IL*ン扱針による (1),舟との相合せ 全部 ll▲qeCづつ丁を相加してWjELに帆 上表5のよ

I=J:る屯氷的列臨(2)と一望する.こIrLらの掠AL.亥 うになる.この藍のTこめ.配帆 摂体の前述なものは

当な空気内の班半日淑まEt3Iは凶8 (左上)となり, 大巾1=改められにが.それでも,ほとんど拭有の曹遷

TドT(_L'395gcc)t==る利通は 6,eこ0････7.∝伽 /8と Grより大である.然 し.戟:よお租の粗 でも嗣ちかT_I

目される. ように,この稚 件伴ではaEや匠は形成しておらず,

疋EE丑題の研究l:よれは,PET:ヾLO.80ccの塔含 銘も苛報償との鎧が掛合少いのが目立つ. ガタス,岩

は 6.500mE●)で.この信と比べて妥当と思われる｡ 石,粘土呪 文は1ふ,,リ ブLン呼の1うな耗分子

17 従来の測定清 泉2)I)9)の補正結果
物riかなり光速 LT二価 滋の存在が恕められる｡読体

も何様ITあるが,一段と低速の勅拝については親正･こ

耳目1,ll,tir仰の紺正位兼 (舛繋T.VrAO958cc)

仲 (2) 全党及び港作

杵 可 AeTn+ 架等要義蒜 宗等禁忌 芸 妓 や 似比茄 空 ,雪 雲宴碧芸蒜謡翌芸芸
rn.s m!8 4gJcc m/8 m.S

糾 20 5,5cc-6,cc0 4神 ～i,6cc

ン= 一卜七 25 3,駄 叫 ,CCO 3,3∝ト 3.5COSJL･

.1 石 工5 7,5(ぢ-a,〇:0 5.∝〇一･6,100

土 30 >t(I.〔00 >7,500

5武 一 - 7.500 6.∝0

,(.I-5.0) - - 6.細 さ.700

将 0.03 - 4.CO3 5,亡CO

D.20 - 4.300 3.eCだ砂 1.5d 39 2,2の 2.ZCC

洪 3･0 7,SO〇一7,900 占桝 PCO 食 故 12 9 L.9α) [ぷ¢

60 5,5｢0 5,leo

.ii ÀT 32 >10.∝沿 7.8の
ア イ 1 :D 8.3∝ン-a.8CO A.5C0-6.800

80 5.0m 4.dCD

杉 3.0 2.CeO L朔L朔 耐 Ti I06
2.310 搬 Yイナ 095-J<rL

O95
ク ス 32 9.プOO-日.(00 7.別 .2cc

5.0 9.0cc-9.103 7.603-7.9(刀

25 9.∝氾･-9.600 6.6cc一･7.OC0

15 古,OCC～5.100 5.5cc-5.68)

鉄 =O 5.9O3 5.298

倍 i5 ',500 1.loo

(3) 液

℡ 比 dcc7R月旦em

姑 ).0 3.C

l.0 8.0

n(HtL33,A.:～) 杉 3O 2･5COカ'ク ス 32 97α)p_日0

エ チ ル 7 ･̂ コ ー JL･ 0.79 3.0

′ ナ Jl･T JL･コ ー ル 0.79 3.0

ダ IJ 128 30

4' リ コ ー ル

苑 tq Fだ 酸-ト .ll

L2 39 2.4∝) 2.2O:)

12 80JLス 】.孤) 1.7(刀

水 扮 0318戊 2,tm 2,5JX:桁'LE C91 39 3.2CO 2.珊

09】 60ハ ス 3.4CO 3,10:I

蔚 Ti I068D･{ス 2,1CO 2.050

0.95 -

粘土 抄 米 D81 -
LSO -
)95 -

粘土(HID) 183 -

,(H20) 】91 -

.(H57) 1.さ1 -

(RiF83.ccm)

持

前同1TM尖の術中忠通旋
lll･̀

5.∝め･･･5.5cc

3,A;CO

5.5cc-6,∝0

5.5cc-6,∝0
7.5cc-8,cc0

7.500･-8.cc0

5.CCC,-6.0:沿

3.L00･-3.BeO

3.900 3,5=0

3.200 2,早:0

3.(XP 2.700

1.7CO 1,boo

l.500 】.ヰ∝l

L5℃0 hSCO

2CCQ I.9こ0

8,)くり 6.i∝)

6.父0 5,303

4LbjlもTl正のすT砕波速度
zTJ8

<,300････4.7∞

3.300

1,7C0--5,cc0

1.7OC-5,OCO

6.cm ,3CO

6.cm .3∞

i.300･-5,OCO

3.i00′-3.卓co
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=る芳書は二 少い.

Ⅶ 潅 措

煮稚昔.土主.=仝Jto実車だ芝生i,芯批 こ乾志し

て.従来の芯定位の虹 を行,'､,こiヽらのt脚 定

法から78られる色々鴫 魚を官折して.今Stの完艇

の指軒とするでめ:こ行つ'=もので,棚 果せた宏で

TLは次の如 くである.

(I) 村石壕鼓.二.菜 ▲る謝 政一のR'■さ,'zti萌

し'その'この,莞づ明らか!=すべき虻田手の内,持[:,

旗温近 くの∝撃琵伝宥現象a)正野性をのへT_.

(2) この報告に使用し'=鮒 風防の脱明と,二

つの昇ったブナサン管の舞引形式についての兵短を比

較 しTこ.

(a) LAl終内正字だ速ま泥をlこねLlる巾 り発生藍

は∝筆触 :まイオン転封で知r),他は柵 対面の3J5

[=上る花泉的= ン37T･･-t用1.㌔ 8r々 の形式の積劣を

比較し 一̀.

(i) 最も見好'.'方法を摺る丁こ85の琵窯をfft･,大

きfL訳出の主丘を明らか:=し+I.-B =,媒面のXBb

ll)堂R.史の也合せ法,Lll)素帝の鋲.茨IJ分の突

放朕 を用い[=抑 丁稚の籍正貨の三者はA く一宏する

ことをa3)T=.T.17 (LO.958∝)による.田 的･ら

=⊂m 三での平助 三三着共石,∝如 ▲2cczzlSで.

胡吉は丘,eec-7,ccOTTLS軽度 と巨せられる. このGl

を疋E経 のgJigと比べて.

(7) 妨IT,lT,r(報の純正捻兵をfとめ,読宙の

対比を行つT=.

拾えIr,温伊を以て御 椴 される月E;afq士,I

脚 窪寺寄和 束三毛安,同工寺田疋E=巴長安に慈
誹する.王T=井報償の折兜巾.涙器大学工学杏伊政一

瓜改まに戟しく失政を見て研き,苛々乾草元を相.'ここ

とをi2･抄する.(払 大角書肋 ､ら鼓社の作成.使用

E=当l)柾々好憲ある触 助を柑たことを捌 け る.
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